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子どもの言-語障害の問題を扱う場合1'1:.その原因として考えられる中枢部の器質的障害，発声発
語に関与する諸器官の器質的障害や機能的障害によるのではなく，情緒的原因によるものについて
は遊戯療法が有効訟ととがいわれている。 (1-4)以下ζζ1'1:報告する事例除，器質的障筈ではえ(< 
情緒的原因によると息われる言語遅滞児を対象としたものである。われわれは子どもにたいする遊
戯療法と並行して母親の Counselingも行った。たお遊戯療法については Axline(S)の non-
o{，ective therapyの方診によっている。
問 題
主訴言語遅滞
家放笑父 35才会社畏。 笑母 33才母の両親除イトコ同士。 姉 8才小学校2年生
神経症〈チヲク)のため病院へ通院したととがある。 姉 5才 幼稚園児。 本児 2才11月
男児【推定知段年令(人物函による)4才10月〕。
生育史 T市の団地に住んでおり，中流家庭。出生状況早期出産9カ月 安産未熟児。発育
状況頚定4.5月，初歯7月，始立1年2月，始歩1年4月，始語2年5月，標準に〈らべて遅
れている。
既往症麻疹水痘。
問題の概要 昭和35年5月9日，北野病院神経科からの紹介により受付。初語は昨年の秩頃で，
現在もはっきりと言葉がいえ君主い。秋頃にはその中にはいえる織にえにると恩っていたが，その後も
あまり発逮しない様子なので，今年の正月頃からうまくいえるようにと 2週間位教え始めた。教え
ている中に本人は嫌になり .横をむいてしまうかどとかへ行ってしまう。北野病院で教えるのはやめ
た方がよいといわれたのでそれ以来やめている。いわせてみると長初の音か最後の音をいうが究会
に一つの言・漢がいえ泣い。たとえばボク (自分のとと〉でも「ボーJ (本児の発言は以下片カナであら
わす。)か叉は「タ-J.キンギョ→「キ 」ー。うま〈いえたいために父親に怒られると母親にたき
ついて〈る。何かしてもらいたい時は「イーイ ーイー」という。本人の表情身振りで要求している
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ととは分る。耳は聞える微で音のをき分けもできる。玄関のペルがたると出てゆく。御飯が炊けて
カタカタいうと火を小さ〈しにゆく。絵は好きで盛んにかいている。顔から足が出ている機たもの
をとかいている。おしっともど〈最近おしえるように君主った。病院からの連絡によると器質的障害は
別IO'J:いとのととである。初語の時期，言葉の発達の速さには個人差があるととはいうまでも君主
< .知能指数が同じ子どもでも著しい差がbる。本児の場合，初語の後言語獲得の速度がゆっ〈りし
ているととについて影響を与えているのは，本!見の一番上の姉が以前チプクにかかり病院で世話に
たったとともあるととと考えあわせ，何らかの情緒的障害があるのではたいか，そのうちにと期待
している親の気持に反して仲k うま〈言葉がいえゑいというととは，親のるせりをまねきそれがま
?と子左もに情緒的に悪い影響を与えるという風に悪循環を生じているというとともるりうる。をと
で子どもの遊鉄療法と母親の Counseling を並行して6月13日から行ってみるととにした。
方 法
面接の条件の中で設備，制限，記録，検討について除山松質文{めが報告しているのと同じであ
る。時間は40分間，毎週月曜日の午後1時半から2時の間に来談を約束。研究員の分担政次の通り
である。
子どもの遊戯治療者(略称、Th):丹下庄一
母親の Counselor(略称Co):山松質文
観察者 (遊戯治療場面の) (路称Ob):平井香代子 (本学児童学専攻の4回生J
経過椴要
第1回 (35.6.13)13.40--14.20 
本児(略称C)は一見弱k しそうで頼り君主げ君主ととうがみられた。しかし母親との分離は容易で
あった。 Thの手をしっかりと握って遊戯室へ行く。
Playの叙述 部屋へ入るとすぐに中央においである机の前の椅子(子ども用〉に坐る。 iこれからぼくとこ
の部屋で遊びましaうねJiウンH何をして遊んでもよろしし、からぼくの思うように遊んで下さいねJiウンJ.
しばらくの品切奇子に坐ったままThの顔をみたり，Cの左側lにある玩具棚を眺めたり.前の方を見たりしている
く約7分間〉。そこには見馴れないものへの不安や緊演がありありとうかがわれた。 Cは童書こうともしない。 Th
は画用紙とクレパスの箱を机の上においてみる。どちらもしばらく無言。 Cの手が机のよにおかれているのを見
てThは「何かかいてみる?JするとCはすぐクνパスの絡をあけて集のクレパスをとり出しぬり始める。録初縦
にぬり更にその上へ茶育のタνパスで上へ上へとぬりかさねやがて様にもぬりひろげる。これをはじめに次4 と
かいていき俵後に今までかいたものを全音慢々色でぐるりと囲んで絵は終り(第 l図参照)017分防湿絵古川、い
ていたが，かいている中にニコヲと笑ヲたりして緊援のほぐれていくのがよく分った。かき上げてホッとため息
をつく。急に立上って卓上ピアノの所へいきたたいてみる。貨車についている砂は何?という風にThの師、を見
る。 f砂よJというと「スナ」とはっきりと反応する。汽車の石炭入れにスコ ヲ7・でたたいて一杯に砂場の砂を
入れて重たそうに汽車をもち上げる。下へおろすと汽3容を前後に動かしてみる。入れすこ砂を手でっかんで砂犠へ
カをいれてなげ返す。楽しそうに何度もそれを〈り返す。手についた砂が気になる。「砂がし、叶まいついたねJ
( 18 ) 
丹下 :言語遅滞児の心涯療法 -101ー
_-ーーー・ ーーーー-~ーー
第 1 図 第 1回のPlayl~'の作品 (35 . 6 . 13)
1) 黒〈ぬりつぶしたもの(茶，膏もまじっている〉
2) 紫でかいた人物らLいもの(アカ〕
3) 黒で3本足をかきたし尻尾をつける(ワンワン〉
4) 黒でJ点 と々 うちまるをかいてからか く(カーヵー)
5) 赤で街円をかき中iこ茶ですじをつける(タ.タ)
6) 黒 〈ぬりつぶしたもの
~後tこ程々色でぐるりとまわりを囲む
一番上の姉「ウーウーJ.ぽ<iポーボーJという p
Cは自分で手洗い場の方へ歩L、て行<0 Thtこ
7j(を出させて手を洗うと予定の時聞になり、
「丁度時聞がきましたから今日はこれで止め
ましょう。叉この次ね」とThがいうと自分か
ら戸を開けて元気よく出て行〈。部屋へ入る
時とちがって緊猿もなく何となく安心した様
子がみられた。
Counselingの内容 上の2人が女の子な
のでよくぞ男の子に生れてきてくれたと感謝
の気持宍一杯であった。それであるのに発達
が遅れている。一番上の女の子もチックをく
り返した。 こういう子どもが出るということ
は何かあるのだろうか。(ここで母親は期待
した男の子が発育が遅れているの主長女の神
経症とを考えてみて一体これはどういうこと
だろうと不安と疑問を表明している)0Cが
家族の名前を呼ぶのに父は 「タンタンJ.母
「カーカーJ.すぐ上の姉 「ア γコア yコJ.
考察 母親の報告により本国Cがかいた絵は命名 したのが「アヵJ，iヵーヵーJ，iタ， グ」であ
ったので家族のものをかいたと思われる。かいてからぐるり とまわりを囲んだのも家族を示すため
であろう。 特に1)と6)の黒〈ぬりつぶしたものは何か自己の抑圧された ものが投射されたのではる
るまいか。言語の菌でも反響語で「スナ」とはづきりいったととは将来完全に一つの言葉がいえる
様にたる可能性を示している。
第2回 (35.6.20) 13.50--14.30 
Play Cは部屋へ入るなりピアノをたたいてそれから机の前に坐る。机の上には本白から用意した fjngeト
paintがおいてある。何か?とt、う様子をするので使い方を説明する。糞，祭， 自の順に指をつけて紙の上へな
す 守てみる。指の感触はあまり気持がよくないらしい。 iそしたらここの水で洗えばよいのよJというとさっさ
と手を洗う。今度は桃色のクレパスをとり出して 「プルフツりといL、つつグルグルと二つのわをかき， Thの方を
みながら少し笑って両手をのばして飛行機のまねをする。ThもCのまねをしながら 「飛行機ね」という。飛行複
をかいてからもうかきあげたとい う風に紙を Thに渡す。砂場へ行ってスコ ップにさわり手が砂まみれになると
早速手を洗う。汽車を茨具棚からとってきて机の上で動かす。クレパスの箱が汽車の.lfll絡になる。クレパスを指
して「ナイナイ」という。「ないないしておくの?ないないしておきましょう ねJ}: Thはクレパスをのけてや
る。少し汽車で遊んでから 「ハイ」と大声を出してThに汽車を渡す。積木の箱をあけてみる。「積木があるね」
というと 「ウン」といって更に 「イラン」とはっきりし、ぅ。玩具織から汽車をも ってきてはっきりしないが「ナ
イナイ，ゴーゴへ ，;ー ジー ジー 」と口の中でいし、ながら汽車をおして部屋を半周する。それからはさみをとっ
て動かしてみたり.ピアノを2.3図ならしてから「プーポ ，ー パーパー」とか何かいいつっさっきの向車をま
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た押す。砂場へ行ヮてパケツをとり上げる。「パヶγゃね」というと 「アートートーJ1: ~ 、 ヲてパヶγ の底にう
きぼりにしてある魚をThに見せる。 「あっ ととがおるね」次に「コーコー Jといって別のパケツの底にも魚が
うきぼりになっているのを見せる。「そこにもいるねJrウン」。砂場の中をのぞいてからスケーターをみつけそ
れにのって部屋を一周して.Thの方へ笑いかけ乍ら歩いてくる。隅においてあるはしごをとる様に身振りで示し
慾にたてかけさせて登ろうとする。足をかてみて「ナイナイ」といってThにはしごを元の所へもどさせる。自分
の手が汚れているのをみると手を洗う。それからどアノをたたいていたが.rココ」とはっきりい って机の上を
指し.ピアノをもってこさせ，たたき続ける。しばらくして「ナイナイJという。時間がきて本回は終了。全体
を適してCはのびのびと振舞いThにも笑いかけ明るい感じがする。同じーっのおもちeで長〈遊ぶことはないが
遊厳重宝においてあるものに次A とさわってみる。はヮきりと L、った言葉は 「ナイナイHハイJrウンJrイラ
ンJrココ」と前回にくらべて増加した。少しでも手が汚れるとすぐ洗うのは鎮のしつけ或いは本児の神修貨の
あらわれであろうか。遊戯室へ行く時はThの手を鐙ラて行ヲたが帰る時は自分で戸を聞け走って行ヲた。が途
中でThを待って自分から手を出してThと手をつないで Counselingroomの母のもとへ帰る。
Coun艶 ling しいておくれている原因を考えてみると思い当るのは.あの子が生後9ヶ月の頃，主人の甥を預
かり 1年間予備校へ通わせた。その関子どもたちが騒がぬ様に気を使ヲた。あの子が泣くとすぐおぶって甥の勉
強の邪魔にならない織にした。この様に1年間気を配づて世話をした甲斐があ'り.甥は無事大学入試に合絡，お
蔭でホ ヅとした。
考察 母親はどちらかといえば凡張面なきっちりした性格でるるので，予俄校へ通う主人の甥を
預かり随分気を使ったととと，思われる。勉強の妨げになら泣いように音をたてるととを遠慮した家
庭の練囲気は，成長しようとする子どもにとって成長の妨げと君主るばかりでたし心理的た圧力を
加える結果ともたったであろう。
第3回 (35.6.27) 14.00--14.30 
Pl町 Ct主最初インキ瓶を見つけ興味を示したので.Thが 「インキ」というと 「キJと反応する。後の方の音
しかいえないわけである。さわってインキで汚れた手を洗う。机の前に坐り finger-paintには触れようともせ
ず，黒のクレパスで絵をかき出す。 Thが立っているのを見て坐れという身指定りをする。画用紙を裏返して裏にも
かく。Thを指さし何かをいいたそうにしてかき続ける。途中席から立ってオルガンや鉄砲にさわってみる。絵を
かL、てしまうと紙を黙ってThに手渡す。 iこれはおしまいね」というとすっと立上って部屋から出ょうとする。
(最初よりゅ分経過)0Thは時間はまだあることと時間のくるまで遊ぶことを告げる。 (これはThの「おしまいね」
とし、ぅ言葉にもう出ていってもよいと勘ちがいしたのではあるまいか。〉粘土を机の上でたたいたりまるめた
りして遊んでThの時計をのぞきこむ。「針がここまできてからよ」というと 「ウン」とL寸。前回と閉じくスケ
ター ーにのヲたり.はしごに登ってみたり したが.再三Thの時計をのぞきこみ一度は時計の筒頭をまわそうとす
る。(このCの行動は「針がここまできたら」というThの言葉に，早くそこまで針がきてほしいというしぐさで
あろうか。)Thは 「時計の針が気になるのね，もうすぐよ」といヲてやる。
c。町四eling 誇重量が増加してきたことを喜ばしげに跨る。たとえば 「オフロJ(お風呂).rチエンチエー」
(先生).r~ ""ンタンJcnちeん〉などである。
ヨ修勇~ Th ~ Cが絵をかいた紙を渡した時， うっかりとかいたものが終ったという積りで 「とれ
はおしまいね」といったのを，時聞がきて帰って もよいと患ったのか部屋を出て行とうとした。と
のととはCの Thの時計を何度ものぞき竜頭をまわそ うとする行動へ とっ たがヲている様に思わ
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れる。 (Thの言葉はCの行動に影響するので充分注意して使う必要が②る。〉
(ー ~
書官2国 第4回目の Play中の作品 (35.7.1)
右の女の子を先にかき，次に友の方の草震をかく
最後にぐるり とまわりを図む
右 ウーウー (Y子姉ち平"，)
左アッカ (A子姉ちeん〉
第4回 (35.7.4)14 .40~14 .55 
交通機関の混雑のため40分遅れて来
訪。 モζで今日は時聞を短縮するとと
にして始める。
Play 入ると直ぐ机の前に坐り「エJ(絵〉
といって膏のクレパスでまるの様なものをた
くさんかきつらね，更に飛行機か自動車か分
らないが乗物らしいものをかく。紙を裏返し
て女の子をかき始める(第2図多照〉。王手ら
しいものを指さして 「ミミ」という。「耳ね
二つあるねJIメメJr自国ねJ首をふるので
「ちがうの?何でし kうJCがいわないので
「まゆげ?JCうなずく。顔の真中辺に穴の綴
なものをかいているので「これが鼻?JCは
首をふってスット 1本線をひき鼻をかいてみ
せる。「あーそれそこが鼻ねJIココ，メ」
「そこが目ね」。この頃から.少し前からふり出した雷雨がだんだんとはげしさを加えてくる。 C泣きそうにな
る。「震がなうているね.別にこわくないよJoiili.一段と強〈なる。 Cはク νパスをもったままじっとしてい
る。「こわいの?JIウンJoCは女の子のわきにも う一つ顔らしいものをかきそれからぐるりと周囲をかこむ。ま
すます霞は大きく風雨も強まる。不安気に窓の外を眺める。「風がふいて木が大きくゆれているね，こわい?Hウ
ンJoCはThにしがみつきにくる。 ThはCを抱いてやりしばらくしてCのかL、た絵をみながら「この人は誰でし
ょう ?Jときく。 Cは女の子を「ウーウー」そばの顔を「アヴカ」と答える。これは自分のlJi1i2人ということら
しい。ーしきり醤がもの漢い音をたてると電気が消え.近くに落雷した篠様。部屋はうす踏<Thに抱かれたまま
Cが恐怖を示すので，かえってこのまま部屋に居ることは治療的にも惑いと考え中止することにした。
CouDseling 殆んど諮ら しt、ものは出なかった。
考察 Cのかいた女の子*は一目でそれと分るものであり， しかも指さして「ミミJrメJとい
い，絵画，言語共に表現力tq;:発達がみられた。?とだ自然現象のとととはいい乍ら，遊戯治療室長にC
がいる時に恐怖を感じさせる雷雨落雷があったととは感じやすい子 どものとと故大変マイナスにた
ったと思われる。との事は次の固にどの様に影響するで遣うろうか。
第5回 (35.7.11) 14.30-15.00 
Play 部屋へ入った時から綾子ヵ"今までとちがう。 Thの顔を見郎、で左布を見まわし何となく藷驚かずThと
視線があうと弱〈ニ ァと笑う。(前回の震の恐怖が部屋へ入った時から思い出されてきたのであλうか。)絵も
かこうとせず再三部屋の外へ出たい械子を示す。 Thは時聞がこないと出られないことを告げたが，10分後にCの
出たい気持を受容れ母親の所へつれて行く。おしつこと分り母親につれられ便所へ行く。 Counselingroomへ
本試みに桐原 ."自由樋による幼年児童知能テスト"福村智l苫(昭和25年〉の採点、基準により得点を与える
と12点.4才10月の精練年令がある。
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帰ってくると直ぐ黒仮にチョークで絵をかき始め，遊戯室へ帰ることを炉吾する。帰りたくない気持を受容れ.
そのまま playを Counselingroomで続行することにする。 Coが闘用紙を出すとクVパスでかき出す。頭上の
電気の笠を指さしそれをかいたことを教える。 マジックインキをみつけ.クνパスをおいてマクックでかく前に
「イイ ?Jと母親にきく。
CounseIing 関西は初めてで昨年の 9月に来たこと，関西へ来るまで東京に30数年聞いたことをいう。くする
と初誇は昨年の秋とのことだから関西へ来てからということになる。〉夏休には子どもたちを東京，広島(両親
の実家がある〉へつれて行き見聞をひろめさせるつもりであるという。学会及び夏休になるため次図面接日を9
月12日と約束する。
9月-12月
手紙による報告 9月12日来談しない。問合せの薬害を出すと折返し母親が健康をそこねたため回復するま
で休ませてほしいとの返事a子どもの近況として 2ヶ月の聞に話そうという気持が出てきて姉たちとも何やら話
をして一緒に遊び，自分の名前(姓はいえないが〉がいえ， iボク」とはっきりいい， iタンタンチュキJ(お
父ちeん好き)，iカーヵー〆イチJ(お母ちeん大好き)の171Jの様にこ語文までいえる様になづた。絵は気の向い
た時かくだけで回数は市jより滅少してきたが，積木で驚くほど上手に遊べる織になり乗物の玩具に興味をもって
いるこM ・4賭された。更に12月4日付の手紙では，母親のνγ トゲンの結果が思わしくないのてっ大学へ伺おう
主思うが見合わせていることをいい，成長しつつある子どもの姿 (3才5月〉を一自の生汚毘録として丹念にと
らえてあるが残念乍ら紙数の関係上割愛する。自分の姓名，iカアチャンJ，iトウチャンJiネエチャン」が完全
にいえる様になったことをつけ加えておく。
結局本事例は6月13日より遇1回合計5田の面接を行った後夏休の2カ月を含め5カ月間面接は
中断されているが，母親の健康が回復すれば再び来談するものと考えるので，とりるえず中間報告
の形でまとめてみると とにした次第である。
要 約
1) 何らかの情緒的原因によると思われる知能は正常で・言語遅滞を示している幼児にたいし遊戯療
法乞母親の Counselingと並行して週1回合計5回行った。本児の言語面については遊戯冶療
場面及び Counseling場面の母親の報告とにおいて，完全に一語文がいえるようにたり，また語
家も次第に増加するのがみとめられた。
2) 母親の報告の君主かで号本児の父親についての発言が殆んどゑいととは，面接回数が少ゑいと除い
え注目してよいと考える。 今までの母親の発言内容からはま?と5回以後面接が中断しているため親
の本児にたいする態度の変化，家庭の努囲気7t.~が充分に把握できていたいので現在のと とろ何が
情緒的原因として作用しているのかはっきりつかめていたい。
3) 面接休止中9月と12月2回の母親の手紙による報告では，言語面において子どもは2語文もい
えるように君主り，自分の姓名もはっきり といえ次第に遅れをとりもどしている様子で‘ある。ま?と遊
びの面においても姉?とちと一緒に遊び，積木，乗物主主どに興味を示しているが，絵をかく回数が言
葉を次第に発音できるにつれ減少してきた。とれば充分に言葉をいいあらわせたい心の働きを，絵
が補償的に表現する役割を果していたものと考えられる。
( 22 ) 
丹下:言語遅滞児の心護療法 -105ー
4) われわれは母親の健康が回復次第， 面接を再開して本児のその後の発達を観察し更に考察をす
すめていく積りである。
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Summary 
1) The client was a two years and eleven months old boy， with his speech 
delay at the beginning oi our therapy. 
2) Play therapy was given to the boy in conjunction with the counseling with 
his mother once a week ，five times in all. 
3) In the course of the treatment we found that he became able to pro-
nounce a iew words perfectly and bis vocabulary increased. 
4) At present， the therapeutic contact is discontinued because oi his mother's 
illness， but according to his mother's report his speech delay is getting better. 
( ?3 ) 
